
学ぶ意欲は
      低下したか

今月の主な内容
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六
甲
祭
の
会
場

が
深
江
キ
ャ
ン
パ

ス
に
変
更
さ
れ

る
。
六
甲
で
開
催

さ
れ
な
い
六
甲

祭
。
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
が
千
葉
に
あ
る
よ

う
な
も
の
か
▼
世
の
中
変
わ
っ

て
し
ま
う
も
の
ば
か
り
だ
。
平

家
物
語
に
は
盛
者
必
衰
っ
て
書

か
れ
て
あ
る
し
、
固
定
相
場
は

変
動
相
場
に
な
っ
た
し
、
女
心

は
秋
の
空
だ
し
。
不
変
な
も

の
っ
て
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
▼
人
間
は
変
化
を
嫌
う
生
き

物
ら
し
い
。
か
の
有
名
な
ガ
リ

レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
は
17
世
紀
、

天
動
説
に
代
わ
り
地
動
説
を
主

張
し
裁
判
で
有
罪
と
な
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
が
教
義
を
重
ん

じ
、
受
け
入
れ
な
か
っ
た
か
ら

だ
▼
し
か
し
、変
化
を
受
容
し
、

適
応
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
味

を
持
つ
。
人
々
は
地
動
説
を
受

け
入
れ
、
科
学
の
常
識
に
な
っ

た
。
ガ
リ
レ
オ
は
科
学
に
革
命

を
起
こ
し
た
の
だ
▼
我
々
も
そ

う
だ
。
周
囲
の
変
化
を
受
け
入

れ
る
こ
と
は
葛
藤
や
苦
し
み
を

伴
う
が
、
成
長
で
き
る
。
不
変

な
も
の
は
な
い
世
界
で
は
変
化

す
る
こ
と
で
し
か
生
き
ら
れ
な

い
▼
と
こ
ろ
で
最
近
、
月
９
ド

ラ
マ
の
ヒ
ロ
イ
ン
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
降
板
し
た
彼
女
の

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
フ
ォ
ロ
ー

し
不
定
期
に
リ
ツ
イ
ー
ト
す
る

私
に
言
わ
せ
れ
ば
こ
の
変
化
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
実
に
お

も
し
ろ
く
な
い
。
や
っ
ぱ
り
変

わ
ら
な
い
か
ら
こ
そ
い
い
も
の

も
あ
る
。 　
　
　
【
仲
林
恒
平
】

２面：大産大「やらせ受験」を受けて
３面：【特集】就職活動のこれから
６面：近大野球 8 季ぶり優勝
７面：関大サッカー 関西選手権優勝

ら
も
警
備
と
騒
音
の
問
題
に
よ

り
断
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
残
っ
た
選
択
肢

が
深
江
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開

催
。
屋
内
出
展
に
関
わ
る
教
室

の
数
に
つ
い
て
六
実
は
「
ぎ
り

ぎ
り
大
丈
夫
」
と
話
す
。
こ
れ

ま
で
講
演
会
が
行
わ
れ
て
き
た

出
光
佐
三
記
念
六
甲
台
講
堂
の

代
わ
り
に
は
正
門
を
入
っ
て
右

の
「
海
事
博
物
館
・
講
堂
」
が

使
わ
れ
る
。
ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
六
甲
台
よ
り
も
広
く
、
模
擬

店
の
出
店
に
つ
い
て
は
心
配
な

い
。
プ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に

使
わ
れ
る
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南
東
に
設
置
さ

れ
、
騒
音
が
一
般
道
に
漏
れ
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

住
民
の
安
全
か
学
生
の
ニ
ー
ズ
か

国
文
バ
ス
停
移
設
問
題

　

鶴
甲
第
１
キ
ャ
ン
パ
ス
（
国

文
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
最
寄
り
バ

ス
停
「
神
大
国
際
文
化
学
部

前
（
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
下
方
面
行

き
）」
の
移
設
構
想
が
、
学
内

ア
ン
ケ
ー
ト
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
安
全
を
考
慮
し
た
地
域
住

民
か
ら
の
要
望
に
よ
る
も
の
だ

が
、
利
用
す
る
学
生
の
意
見
は

賛
否
両
論
だ
。

　

現
在
の
バ
ス
停
は
カ
ー
ブ
地

点
に
あ
る
。
後
方
を
走
る
自
動

車
か
ら
は
停
車
す
る
バ
ス
が
死

角
に
な
り
、
安
全
性
が
疑
問
視

神戸大生の元気をサポート！

　「神戸大を楽しく元気にしたい」。チアリーダーとして運動部を応
援するだけでなく、部活間の交流会や学内のイベントに携わる。先々
では率先して周りの人に話しかけ、場の雰囲気を盛り上げる。
　中塚さんの活動は応援団に留まらない。農学部地域連携センター
の学生スタッフとして、農村に関わる教員や学生を盛り上げている。
　「神戸大生は中途半端なプライドが邪魔をして、なかなか仲良く
なれない人が多い印象」と話す中塚さん。「だからこそいろんな人
と仲良くなりまくりたいし、たくさんの人とつながりたい」と積極
的だ。明るい笑顔を振りまき、今日も元気に走り回る。【鈴木太郎】

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
バ
ス
停

か
ら
１
０
０
ｍ
離
れ
た
三
叉
路

に
は
信
号
機
が
な
く
、
過
去
３

年
間
で
６
件
の
接
触
事
故
が
発

生
し
て
い
た
。
灘
警
察
署
で
は

昨
年
、
鶴
甲
自
治
会
な
ど
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
現
在
国
文

キ
ャ
ン
パ
ス
門
衛
所
前
に
あ
る

点
滅
信
号
と
横
断
歩
道
を
撤
去

し
て
三
叉
路
前
の
直
線
区
間
に

新
た
に
設
置
、
バ
ス
停
も
併
せ

て
動
か
す
案
を
大
学
に
持
ち
か

け
た
。
灘
署
の
担
当
者
は
「
ま

だ
案
の
段
階
で
（
バ
ス
停
を
管

理
す
る
）
市
交
通
局
に
も
話
し

て
い
な
い
。
大
学
が
困
る
と
言

え
ば
移
設
は
し
な
い
」と
話
す
。

　

バ
ス
停
利
用
者
の
学
生
は

「
移
設
で
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
遠

　

今
回
の
会
場
移
転
の
発
端
は

今
年
３
月
に
さ
か
の
ぼ
る
。
六

実
は
大
学
側
か
ら
「
六
甲
台
第

１
キ
ャ
ン
パ
ス
（
六
甲
台
）
は

今
年
の
六
甲
祭
期
間
中
も
工
事

を
行
う
た
め
、
例
年
の
よ
う
な

鍵の閉め忘れ
に
忍
び
込
め
る
状
況
で

あ
っ
た
。「
部
室
に
置
い

て
お
け
ば
大
丈
夫
」
と
い

う
油
断
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

学
生
課
で
は
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
よ
る
貴
重
品
の

一
括
管
理
の
徹
底
な
ど
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
【
高
橋
和
弘
】

部
室
で
盗
難
も
後
の
祭
り

取
っ
た
。
５
万
円
か
ら

８
万
円
相
当
の
被
害
を
受

け
た
部
も
あ
っ
た
が
犯
人

は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

侵
入
を
受
け
た
と
さ
れ

る
時
間
帯
は
部
室
棟
に
人

が
お
ら
ず
、
さ
ら
に
部
室

の
鍵
が
開
い
て
い
て
容
易

　

５
月
初
旬
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
、
六
甲
台
グ

ラ
ウ
ン
ド
部
室
棟
で
盗
難

事
件
が
発
生
し
た
。
被
害

に
遭
っ
た
の
は
サ
ッ
カ
ー

部
な
ど
の
３
部
。
練
習
中

に
何
者
か
が
部
室
に
侵
入

し
、
財
布
の
中
身
を
抜
き

原因は

開
催
は
で
き
な
い
」
と
通
達
さ

れ
た
。
交
渉
を
重
ね
た
が
、
安

全
面
を
最
優
先
に
考
慮
し
や
む

な
く
六
甲
台
で
の
開
催
を
諦
め

た
。

　

そ
こ
で
六
実
が
目
指
し
た
の

は
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開

催
。
案
と
し
て
近
く
の
鶴
甲
第

２
キ
ャ
ン
パ
ス
（
発
達
科
学
部

キ
ャ
ン
パ
ス
）、鶴
甲
第
１
キ
ャ

ン
パ
ス
（
国
文
キ
ャ
ン
パ
ス
）、

そ
し
て
深
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
３

つ
が
候
補
と
し
て
挙
が
っ
た
。

し
か
し
発
達
科
学
部
キ
ャ
ン
パ

ス
と
国
文
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ど
ち

6・7

く
な
る
」、「
１
限
に
間
に
合
わ

な
い
」
と
不
満
顔
。
安
全
を
考

慮
し
た
移
設
理
由
に
つ
い
て
は

納
得
す
る
意
見
が
多
か
っ
た

が
、「
大
量
の
乗
降
客
で
キ
ャ

ン
パ
ス
ま
で
の
歩
道
が
混
雑
し

迷
惑
に
な
る
」
と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
た
。　
【
田
中
謙
太
郎
】

SNSの注意点周知
USJ 騒動受け

　

４
月
９
日
に
神
戸
大
が
会
見
を

開
き
謝
罪
し
た
、
文
学
部
２
年
生

ら
に
よ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ

ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
で

の
迷
惑
行
為
騒
動
。
今
回
の
騒
動

が
大
き
く
な
っ
た
の
は
、
迷
惑
行

為
の
詳
細
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
書
き
込

ん
だ
こ
と
が
主
な
原
因
だ
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
大
学
側
は
、
会
見
か

ら
お
よ
そ
１
カ
月
経
っ
た
５
月
10

日
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
」

と
い
う
声
明
を
発
表
し
た
。

　

声
明
に
は
、
騒
動
の
引
き
金
と

な
っ
た
「
自
ら
の
個
人
情
報
を
安

易
に
公
開
す
る
こ
と
は
危
険
を
伴

う
」
点
を
は
じ
め
、「
情
報
発
信

が
無
意
識
に
他
人
を
傷
つ
け
る
恐

れ
が
あ
る
」
こ
と
や
「
反
社
会
的

な
言
動
、
個
人
攻
撃
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
は
法
に
触
れ
る
こ
と
も

あ
る
」
と
い
っ
た
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
た
。

　

周
知
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ

た
。
１
年
生
全
員
が
履
修
す
る
講

義
「
情
報
基
礎
」
で
は
特
別
に
時
間

を
設
け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
注
意
事
項
を

指
南
。
ま
た
文
学
部
が
学
生
向
け
の

講
演
を
実
施
、
発
達
科
学
部
が
学
生

用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
通
知
す
る
な

ど
、
２
年
生
以
上
の
目
に
も
触
れ
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

　

声
明
の
発
表
を
提
案
し
た
藤
田
誠

一
理
事
・
副
学
長
は
「
事
件
を
受
け

た
も
の
で
は
あ
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
ど

う
い
う
も
の
か
理
解
し
て
、
安
易
な

情
報
発
信
に
気
を
つ
け
て
使
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。　
【
香
月
隆
彰
】

深江キャンパスで

六
実
「
深
江
ぎ
り
ぎ
り
大
丈
夫
」

　

６
月
６
日
、
六
甲
祭
実
行
委
員
会
（
六
実
）
の
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で
「
第
34
回
六
甲
祭
は
深

江
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
さ
れ
た
。
前
代
未

聞
の
同
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催
、
果
た
し
て
ど
う
な
る
の
か
。今年度の深江祭の様子。六甲祭もこのような雰囲気で行われるのか

５
日
に
正
式
決
定

対
応
策
は
検
討
中

六
甲
祭

◆海事科学部生の反応
・4年男子
「深江でやると決まり、同
級生が『研究室で出店して
みないか』と提案した。出
店もしやすいしやるか、と
いう話になっている」
・2年男子
「深江キャンパスは広い上
に平地なので移動はしやす
いと思うが、国道 43 号線
に接していて車の乗り入れ
が不便だと思う」

vol.16

応
援
団
副
団
長

中
塚
万
智
さ
ん

               （
農
・
４
年
）

vol.16

4面へ【特集】

　

今
回
の
決
定
は
発
表
前
日
の

６
月
５
日
に
正
式
に
承
認
さ
れ

た
も
の
。
開
催
に
こ
ぎ
着
け
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
今
後
の
対
応
は

検
討
中
だ
と
い
う
。
六
実
委
員

長
の
戸
口
田
遥
也
さ
ん（
経
済
・

４
年
）
は
「
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
る
の
で
車
両
を
優
先

し
て
入
構
し
て
も
ら
う
な
ど
、

フ
ォ
ロ
ー
は
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。　
　
【
香
月
隆
彰
】



４
位
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二刀流
で

チ
ー
ム
支
え
る

課
題

　

近
畿
学
生
野
球
連
盟
春
季
リ
ー
グ
が
４
月
８
日
か
ら
５
月
24
日
に
行
わ
れ
、
神
戸
大
は
７
勝

６
敗
、
勝
ち
点
２
で
４
位
に
終
わ
っ
た
。
一
昨
年
に
１
部
昇
格
を
果
た
し
、
昨
年
は
春
季
３
位
、

秋
季
２
位
と
、
と
も
に
上
位
で
終
え
た
。
昨
年
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
７
人
残
っ
て
い
た
が
、
今
季

は
下
位
に
低
迷
。
神
戸
大
の
今
季
の
戦
い
ぶ
り
を
振
り
返
り
、
そ
の
要
因
を
探
る
。

春
季
リ
ー
グ

取
っ
た
第
１
戦
で
先
制
の
適
時

三
塁
打
を
放
つ
な
ど
頼
り
に
な

る
打
者
で
も
あ
る
。
神
戸
大
の

選
手
と
し
て
唯
一
リ
ー
グ
表
彰

さ
れ
、
敢
闘
賞
に
輝
い
た
。

　

硬
式
野
球
部
主
将
を
務
め
る

山
﨑
（
工
・
４
年
）
は
、
投
手

な
が
ら
も
打
線
の
中
軸
を
担
う

「
二
刀
流
」
で
チ
ー
ム
を
引
っ

張
る
。
大
阪
市
立
大
と
の
第
４

節
第
１
戦
で
は
６
番
投
手
と
し

て
先
発
。
10
回
を
１
安
打
完
封

に
抑
え
た
。ま
た
リ
ー
グ
王
者
、

奈
良
産
業
大
か
ら
白
星
を
も
ぎ

　

初
戦
は
昨
年
負
け
越
し
た
和

歌
山
大
。
昨
秋
敢
闘
賞
に
も
輝

い
た
エ
ー
ス
瀬
川
（
工
・
３
年
）

を
マ
ウ
ン
ド
へ
送
る
も
、
得
意

と
す
る
制
球
が
定
ま
ら
ず
５
失

点
と
誤
算
。
打
線
も
再
三
チ
ャ

ン
ス
を
作
る
も
あ
と
１
本
が
出

ず
、
11
残
塁
。
６
―
８
と
初
戦

を
悪
い
形
で
落
と
し
て
し
ま
っ

た
。

　

そ
の
後
、
今
季
か
ら
投
手
と

野
手
を
兼
任
す
る
主
将
の
山
﨑

（
工
・
４
年
）
の
活
躍
や
瀬
川

の
復
調
で
チ
ー
ム
を
立
て
直
し

４
連
勝
を
飾
る
も
、
１
勝
し
た

後
の
大
阪
大
と
の
第
２
戦
で
ま

さ
か
の
敗
北
。
そ
の
後
は
勝
ち

負
け
を
繰
り
返
し
、７
勝
６
敗
。

昨
年
よ
り
順
位
を
落
と
し
、
４

位
に
終
わ
っ
た
。

　

今
季
、
敗
れ
た
試
合
で
選
手

や
中
村
監
督
が
よ
く
口
に
し
た

の
は
「
あ
と
１
本
が
出
な
い
」。

全
13
試
合
で
１
試
合
あ
た
り
の

平
均
残
塁
数
は
９
に
も
上
る
。

敗
れ
た
試
合
は
王
者
奈
良
産
業

大
戦
を
除
き
、
全
て
２
点
差
以

内
だ
。
今
季
の
打
線
を
山
﨑

は
「
あ
と
１
つ
足
り
な
い
。
最

後
に
決
め
切
れ
な
い
」
と
振
り

返
っ
た
。

　

一
方
で
今
年
も
投
手
は
健
在

だ
。
エ
ー
ス
の
瀬
川
は
今
季
を

振
り
返
り
「
も
っ
た
い
な
い
。

最
初
か
ら
優
勝
争
い
が
で
き
て

い
た
ら
」
と
初
戦
の
和
歌
山
大

戦
の
自
身
の
投
球
を
悔
や
ん
だ

が
、
３
勝
を
挙
げ
、
防
御
率
も

１
点
台
。
堂
々
の
投
球
で
チ
ー

ム
を
け
ん
引
し
た
。
そ
し
て
も

う
１
人
、
今
季
か
ら
投
手
も
務

め
る
こ
と
に
な
っ
た
山
﨑
も
２

勝
を
挙
げ
、
防
御
率
１
点
台
と

好
投
。
左
右
２
枚
看
板
で
安
定

し
た
投
球
を
見
せ
た
。

　

決
定
力
と
い
う
課
題
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
春
季
リ
ー
グ
。

昨
年
上
位
の
チ
ー
ム
と
し
て
こ

の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い
。

　

課
題
が
残
る
一
方
で
チ
ー
ム

に
と
っ
て
希
望
も
見
ら
れ
た
。

近
畿
学
生
野
球
連
盟
に
は
８
季

連
続
王
者
の
奈
産
大
が
い
る
。

し
か
し
神
戸
大
は
第
５
節
第
１

戦
で
今
季
奈
産
大
か
ら
リ
ー
グ

で
唯
一
白
星
を
挙
げ
た
。

　

先
発
は
エ
ー
ス
瀬
川
。
キ
レ

の
あ
る
ス
ト
レ
ー
ト
と
持
ち
味

の
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
を
効
果
的

に
使
い
、
奈
産
大
に
的
を
絞
ら

せ
な
い
。
打
線
は
５
回
、
山
﨑

の
右
中
間
へ
の
適
時
三
塁
打
な

ど
で
２
点
を
挙
げ
る
。
瀬
川
は

打
た
せ
て
取
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
で

ア
ウ
ト
を
積
み
重
ね
、
９
回
を

完
封
。
２
―
０
で
奈
産
大
を
下

し
た
。

　

山
﨑
は
奈
産
大
を
「
秋
優
勝

す
る
な
ら
倒
さ
な
い
と
い
け
な

い
相
手
」
と
話
す
。
今
季
リ
ー

グ
で
唯
一
奈
産
大
か
ら
１
勝
を

挙
げ
ら
れ
た
こ
と
は
神
戸
大
に

と
っ
て
大
き
な
収
穫
と
な
っ

た
。　
　
　
　
　
　
【
小
野
学
】

硬
式
野
球

く
っ
き
り

快進撃見せた準
硬
式
野
球
部

サ
ッ
カ
ー
部

　

関
西
六
大
学
準
硬
式
野
球
春
季

リ
ー
グ
が
３
月
21
日
か
ら
４
月
18

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
準
硬
式
野
球

部
は
５
勝
５
敗
の
４
位
で
シ
ー
ズ

ン
を
終
え
、
５
年
ぶ
り
の
関
西

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
果
た
し

た
。

　

関
西
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
２
次

リ
ー
グ
に
進
出
し
、
惜
し
く
も
初

戦
で
京
都
産
業
大
に
敗
れ
た
も
の

の
全
国
ま
で
あ
と
１
勝
の
と
こ
ろ

ま
で
登
り
つ
め
る
快
進
撃
。
好
調

の
理
由
に
つ
い
て
「
投
手
陣
が
良

く
投
げ
て
く
れ
た
」
と
主
将
の
溝

タ
ッ
チ
フ
ッ
ト

秋
は
ど
う
な
る

　

今
年
１
月
、
東
京
ド
ー
ム
で

行
わ
れ
た
さ
く
ら
ボ
ウ
ル
に

て
、
日
本
一
に
輝
い
た
タ
ッ
チ

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
Ｒ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
Ｓ
。
し
か
し
、
春
リ
ー
グ
決

勝
で
宿
敵
武
庫
川
女
子
大
に
19

―
52
で
大
敗
。春
の
全
国
大
会
、

シ
ュ
ガ
ー
ボ
ウ
ル
進
出
を
逃
し

た
。

　

そ
の
武
庫
川
女
大
は
シ
ュ

ガ
ー
ボ
ウ
ル
で
優
勝
。
Ｒ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
Ｓ
主
将
の
谷
端
（
発
達
・
３

年
）
は
会
場
ま
で
試
合
を
見
に

行
き
「
も
し
自
分
た
ち
が
武
庫

川
女
大
に
勝
っ
て
い
た
ら
こ
の

場
所
に
い
ら
れ
た
の
だ
と
思
う

と
悔
し
い
」
と
話
す
。
し
か
し

「
実
力
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。

も
っ
と
努
力
し
な
い
と
勝
て
な

い
」
と
戦
力
差
を
分
析
。
さ
ら

な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
た
。

　

秋
リ
ー
グ
ま
で
お
よ
そ
３
カ

月
。「
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
て

東
京
ド
ー
ム
に
行
き
、
自
分
た

ち
の
手
で
２
連
覇
を
成
し
遂
げ

た
い
」
と
話
す
谷
端
。
連
覇
へ

向
け
て
ま
ず
は
武
庫
川
女
大
の

打
倒
を
目
指
す
。【
高
橋
和
弘
】

ア
メ
フ
ト

不
調
の
原
因
は

　

ア
メ
フ
ト
部
は
６
月
15
日
ま

で
に
春
シ
ー
ズ
ン
７
試
合
を
終

え
て
１
勝
５
敗
１
分
。
２
部
の

桃
山
学
院
大
相
手
に
も
星
を
落

と
す
な
ど
不
調
が
目
立
つ
。

　

オ
フ
ェ
ン
ス
で
の
課
題
は
Ｑ

Ｂ
だ
ろ
う
。
尾
原
（
法
・
４
年
）

も
櫻
井
（
経
営
・
２
年
）
も
実

第 1 節　vs 和歌山大　　● 6-8　○ 4-0　● 1-2

成績　勝ち点 2　　7 勝 6 敗
　　　勝率 0.538　　4 位

2 回戦　vs 佛教大　　　○ 3-2
◎関西学生サッカー選手権大会

3 回戦　vs 大阪産業大　○ 4-4（11 PK 10）
4 回戦　vs 立命館大　　● 1-4

◎関西地区大学準硬式野球
　トーナメント大会

◎関西六大学春季リーグ

5 勝 5 敗　4 位

1 回戦　vs 滋賀大経済学部　　　○ 15-4

《一次トーナメント》

2 回戦　vs 京都府立医科大　　　○ 3-2

二次進出決定戦　vs 兵庫教育大　○ 8-1

1 回戦　vs 京都産業大　● 2-9

《二次トーナメント》

◎春季関西学生女子
　タッチフットボールトーナメント

力
で
頭
一
つ
抜
け
き
れ
な
い
。

「
ボ
ー
ル
を
丁
寧
に
運
べ
て
い

な
い
」
と
萬
谷
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

も
指
摘
す
る
。

　

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
気
が
か
り

な
の
は
ミ
ス
プ
レ
ー
か
ら
の
失

点
だ
。
桃
山
学
大
戦
で
は
パ
ン

ト
ミ
ス
か
ら
ボ
ー
ル
を
奪
わ
れ

失
点
。
大
阪
産
業
大
戦
で
も
反

則
で
ダ
ウ
ン
更
新
を
許
し
Ｔ
Ｄ

を
献
上
し
て
し
ま
っ
た
。

　

秋
の
リ
ー
グ
戦
で
も
不
調
が

続
く
な
ら
２
部
降
格
も
免
れ
な

い
。「
際
立
っ
た
存
在
が
い
な

い
」
と
主
将
の
Ｄ
Ｌ
嶋
﨑
（
海

事
・
４
年
）。
救
世
主
は
現
れ

る
か
。　
　
　
　
【
石
橋
雄
大
】

vs 甲南大
　○ 24-7
vs 桃山学院大
　● 13-23
vs 横浜国立大
　● 6-10

vs 関西学院大
　● 17-20

vs 龍谷大
　● 10-31

１
勝
５
敗
１
分

奈
産
大
か
ら
１
勝

リ
ー
グ
で
は
唯
一

vs 近畿大
　△ 14-14

第 2 節　vs 大阪工業大　○ 3-1　○ 2-0

第 3 節　vs 大阪大　　　○ 8-6　● 1-2　● 1-3

第 4 節　vs 大阪市立大　○ 2-1　○ 3-1

第 5 節　vs 奈良産業大　○ 2-0　● 0-5　● 1-4

◎近畿学生野球連盟 1 部春季リーグ

準決勝　vs 立命館大　　　○ 39-0

決勝　　vs 武庫川女子大　● 19-52

立命戦に先発したイレブン（5 月 19 日・
J-GREEN 堺で　撮影＝シュレスタ亜紗子）

◆
打
撃

◆
投
球

主将山﨑

　

投
手
不
足
の
問
題
が
あ
り
今

季
か
ら
マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
山

﨑
。
投
球
は
丁
寧
に
コ
ー
ス
を

突
く
ス
タ
イ
ル
だ
。
第
４
節
第

１
戦
の
10
回
１
安
打
完
封
を
始

め
、
春
季
リ
ー
グ
初
登
板
だ
っ

た
第
２
節
第
１
戦
で
は
９
回
１

失
点
、
第
１
節
第
２
戦
で
は
９

回
完
封
と
好
投
を
重
ね
た
。
防

御
率
は
１
・
53
で
、
ほ
と
ん
ど

の
試
合
を
２
失
点
以
内
に
ま
と

め
る
安
定
感
が
魅
力
だ
。

　

来
季
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
た
二
刀
流
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。　
　
　
【
香
月
隆
彰
】

　

ま
ず
は
春
季
リ
ー
グ
の
打
撃

成
績
を
見
る
と
、
31
打
数
14
安

打
で
打
率
は
４
割
５
分
２
厘
を

マ
ー
ク
。
よ
り
高
打
率
の
選
手

が
い
た
た
め
首
位
打
者
に
は
な

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
打
率
４

割
超
え
は
首
位
打
者
を
獲
得
し

て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
好

成
績
だ
。

　

ま
た
得
点
圏
打
率
は
７
割
５

分
と
勝
負
強
く
、
状
況
に
応
じ

　

サ
ッ
カ
ー
部
が
大
き
な
飛
躍
を

見
せ
た
。
関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
３
回
戦
で
１
部
リ
ー
グ

の
大
阪
産
業
大
に
競
り
勝
ち
、
２

部
か
ら
は
数
少
な
い
ベ
ス
ト
16
入

り
。
４
回
戦
で
も
同
じ
く
１
部
の

立
命
館
大
と
戦
い
、
一
時
同
点
に

追
い
つ
く
意
地
を
見
せ
た
。

　

強
豪
チ
ー
ム
出
身
選
手
が
名
を

連
ね
る
立
命
と
の
４
回
戦
、
選
手

た
ち
は
ひ
る
ま
ず
に
挑
ん
だ
。
丁

寧
に
パ
ス
を
つ
な
ぎ
、
30
分
に
は

Ｆ
Ｗ
堀
田
（
発
達
・
２
年
）
が
一

矢
報
い
る
同
点
弾
。
足
が
止
ま
っ

た
後
半
に
隙
を
突
か
れ
１
―
４
で

敗
れ
た
が
、
格
上
相
手
の
善
戦
に

選
手
た
ち
は
胸
を
張
っ
た
。

　

リ
ー
グ
戦
で
も
首
位
の
同
志
社

大
に
競
り
勝
つ
な
ど
、
好
調
が
続

く
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ

て
成
長
で
き
て
い
る
結
果
」
と
分

析
す
る
の
は
福
添
監
督
。
今
季
は

逆
転
で
勝
ち
星
を
手
に
す
る
展
開

が
多
い
が
「
先
制
で
き
れ
ば
も
っ

と
良
く
な
る
。
ま
だ
ま
だ
強
く
な

る
か
ら
楽
し
み
に
し
て
ほ
し
い
」

と
自
信
を
見
せ
た
。【
前
葉
慶
和
】

苦
戦

口
（
工
・
４
年
）
は
話
す
。
先
発

の
守
田（
経
済
・
２
年
）、濱
田（
工
・

４
年
）、そ
し
て
守
護
神
内
藤
（
経

済
・
４
年
）
を
中
心
と
し
た
投
手

陣
が
チ
ー
ム
の
目
指
す
１
点
差
で

勝
つ
野
球
を
体
現
。
４
年
生
が
引

退
し
メ
ン
バ
ー
は
大
き
く
変
わ
る

が
、「
僕
た
ち
が
で
き
な
か
っ
た

全
国
へ
行
く
と
い
う
夢
を
実
現
し

て
ほ
し
い
」
と
溝
口
は
後
輩
た
ち

に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

秋
シ
ー
ズ
ン
で
の
彼
ら
の
戦
い

ぶ
り
に
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
尾
崎
諒
】

vs 立命館大
　● 0-30

て
左
右
に
打
ち
分
け
る
器
用
さ

も
併
せ
持
つ
。


